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数
専
会
だ
よ
り 

【
総
会
報
告
】 

日
時 

平
成
二
十
一
年
五
月
三
〇
日
（
土
） 

於 
 

七
二
年
館
一
階
ラ
ウ
ン
ジ 

次
第 

一
部 

総
会
議
事 

一
、 

会
則
改
正
に
つ
い
て 

二
、 

各
部
活
動
報
告 

三
、
二
〇
〇
八
年
度 

決
算
報
告 

四
、
会
計
監
査
報
告 

五
、
二
〇
〇
九
年
度 

予
算
案 

六
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

七
、
研
究
部
講
座
報
告 

八
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

九
、
そ
の
他 

二
部 

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏 

前
会
長
の
飯
山
良
子
氏(

Ｓ
４
１)

と
有
志
の 

方
々
に
よ
る
弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
会 

一
部 

総
会
議
事 

一
、
改
正
後
の
会
則 

 

（
５
ペ
ー
ジ
参
照
） 

二
、
各
部
活
動
報
告 

 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

三
、
決
算
報
告 

 
 

 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

四
、
会
計
監
査
報
告 

 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

五
、
予
算
案 

 
 

 
 

（
６
ペ
ー
ジ
参
照
） 

六
、
夏
季
研
修
会
に
つ
い
て 

 

今
年
は
東
京
女
子
大
学
七
二
年
館
二
階
集
会

室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た(

２
ペ
ー
ジ
参
照)

。 

七
、
研
究
部
講
座
報
告 

 

各
講
座
の
代
表
者
よ
り
講
座
の
内
容
、
会
費

等
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
の
研
究
部
講
座
は
、
７
ペ
ー
ジ
参
照
。 

八
、
常
任
幹
事
交
代
に
つ
い
て 

 

次
の
◎
印
の
幹
事
が
新
し
く
推
薦
さ
れ
、 

総
会
で
選
出
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

会
長
、副
会
長
、常
任
幹
事
は
次
の
と
お
り
。 

 

 

会 

長 
 

 
 

多
羅
尾
千
恵
（
Ｓ
４
３
） 

 
副
会
長 

 
 

 

櫻
井 

典
代
（
Ｓ
４
３
） 

 
庶
務 

 
 

 

◎
小
畑 

葉
子
（
Ｓ
４
４
） 

武
田 

紀
子
（
Ｓ
４
５
） 

 

厚
生 

 
 

 

◎
藤
井 

恭
子
（
Ｓ
４
３
） 

 

研
究 

 
 

 
 

大
井
美
智
子
（
Ｓ
４
９
） 

庵
原
ち
ひ
ろ
（
Ｓ
５
０
） 

 

広
報 

 
 

 
 

中
陳
き
よ
み
（
Ｓ
４
５
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡
邉 
信
子
（
Ｓ
５
０
） 

 

会
計 

 
 

 

◎
茶
圓 
幸
子
（
Ｓ
４
４
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
本 

友
子
（
Ｓ
４
８
） 

書
記 

 
 

 
 

岩
崎
え
り
子
（
Ｓ
５
３
） 

Ｈ
Ｐ
担
当 

 
 

荒
木 

純
子
（
Ｓ
５
０
） 

会
計
監
査 

 
 

土
屋 

昌
子
（
Ｓ
３
２
） 

大
島 

治
美
（
Ｓ
５
２
） 

な
お
、
次
の
方
々
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。 

長
い
間
、
数
専
会
の
た
め
に
ご
尽
力
く
だ 

さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

副
会
長 

 
 

 

木
谷 

玲
子
（
Ｓ
３
７
） 

庶
務 

 
 

 
 

山
田 

洋
子
（
Ｓ
４
１
） 

厚
生 

 
 

 
 

平
澤
眞
理
子
（
Ｓ
５
２
） 

 
 

 
 

 

堀
尾 

明
子
（
Ｓ
５
５
） 

広
報 

 
 

 
 

荒
木 

祐
子
（
Ｓ
５
２
） 

大
学
担
当 

 
 

杉
山 

真
澄
（
Ｓ
４
４
） 

九
、
そ
の
他 

＊
会
員
の
著
書
紹
介 

『
寄
り
道
人
生
で
拾
っ
た
も
の
』 

著
者 

塩
谷
靖
子
氏(

Ｓ
４
６)

 

出
版
社 

小
学
館 

二
部 

弦
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪
♪ 

♪ 
 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

＊
水
上
の
音
楽
組
曲
よ
り 

 

ヘ
ン
デ
ル
作
曲 

＊
ア
ダ
ー
ジ
ョ 

 
 
 

ア
ル
ビ
ノ
ー
ニ
作
曲 

＊
サ
ウ
ン
ド 

オ
ブ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
よ
り 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

ロ
ジ
ャ
ー
ス
作
曲 

＊
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
間
奏
曲 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

マ
ス
カ
ー
ニ
作
曲 

＊
ふ
る
さ
と(

全
員
合
唱) 

 

岡
野
貞
一
作
曲 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

高
野
辰
之
作
詞 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 

♪ 
 

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
コ
ア
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル 

二
十
代
か
ら
六
十
代
の
女
性
九
名
男
性
四
名
の

メ
ン
バ
ー
で
２
０
０
８
年
に
老
人
施
設
訪
問
演

奏
を
目
的
に
作
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
。 

こ
の
日
ご
指
導
の
松
村
先
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
演
奏
に
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

           

  

【
ご
あ
い
さ
つ
】 

 
 

 

会
長 

多
羅
尾
千
恵(

Ｓ
４
３)

 

皆
様
お
変
わ
り
な
く
お
元
気
に
ご
活
躍
の 

こ
と
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
は
、
数
専
会
活
動 

に
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝 

い
た
し
ま
す
。
昨
年
秋
よ
り
急
激
に
不
景
気 

と
な
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
回
復
の
兆
し 

が
見
え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

今
年
の
夏
季
研
修
会
は
、
東
京
女
子
大
の 

内
藤
正
美
教
授
の
講
演
を
、
拝
聴
い
た
し
ま 

し
た
。
参
加
者
の
皆
様
よ
り
、
感
謝
の
お
言 

葉
を
頂
き
、
幹
事
一
同
、
元
気
を
頂
戴
い
た 

し
ま
し
た
。 

先
輩
方
の
築
か
れ
た
良
き
伝
統
を
守
り
つ 

つ
、
会
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
数 

専
会
を
目
指
し
、
努
力
を
重
ね
て
参
り
た
い 

と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願 

い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 

【
秋
の
講
演
会
の
ご
案
内
】 

 

日
時 

十
一
月
二
十
一
日
（
土
） 

午
後
一
時
半
〜
三
時
半 

場
所 

七
二
年
館
二
階
集
会
室 

講
師 

小
林
一
章
氏 

 
 

 

１
９
８
４
年
４
月
〜
２
０
０
９
年
３
月 

 
 

 

東
京
女
子
大
学
文
理
学
部
教
授
と
し
て 

 
 

 
 

 
 

結
び
目
、
空
間
グ
ラ
フ
を
研
究 

 
 

現
在
東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授 

 
 
(

財)

数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
財
団
理
事
長 

演
題 

「
東
京
女
子
大
学
で
の
２
５
年 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

―
数
学
を
通
し
て
―
」 

会
費 

１
０
０
０
円 

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ 

Т
ｅ
ｌ
・
Ｆ
ａ
ｘ 

×
×
×-

×
×
×-

×
×
×
× 

 
 
  

 
 

櫻
井
典
代
（
八
時
〜
二
〇
時
） 

準
備
の
都
合
上
、必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

 

アンサンブル・コアの方々 
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【
夏
季
研
修
会
】 

 
日
時 
平
成
二
十
一
年
七
月
四
日
（
土
） 

於 
 

東
京
女
子
大
学
七
二
年
館
二
階
集
会
室 

 

＊
講
演
要
旨(
３
ペ
ー
ジ)

 

＊
夏
季
研
修
会
の
感
想
を
下
記
に
掲
載 

＊
内
藤
先
生
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
ヒ
ル
ベ
ル
ト 

変
換
の
詳
細
な
説
明
書
を
ご
希
望
の
方
は
広
報

部
渡
邉
信
子
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

   

プ
ロ
グ
ラ
ム 

◇
十
一
時
半
〜
十
三
時 

昼
食
・
懇
親
会 

◇
十
四
時
〜
十
六
時 

｢

脳
を
測
る｣

 

―
神
経
難
病
患
者
と
の 

ブ
レ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
― 

東
京
女
子
大
学 

数
理
科
学
科
教
授 

内
藤 

正
美
氏 

 
 

講
師
紹
介 

 

◇
内
藤 

正
美
氏 

日
立
製
作
所
、
鹿
児
島
大
学
を
経
て
、
現
在
、

東
京
女
子
大
学
数
理
科
学
科
教
授
。
理
学
博
士
。

生
体
情
報
解
析
に
よ
る
要
介
護
者
支
援
を
研
究

し
て
い
る
。
身
体
を
動
か
す
の
が
好
き
で
、
エ

ア
ロ
ビ
も
ス
パ
ッ
ツ
を
は
い
て
踊
っ
て
い
る
が
、

何
故
か
皆
、「
見
た
く
な
い
」、
と
言
う
。
車
の

運
転
も
好
き
で
、
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を
乗
り
回
し

て
い
る
。
孫
三
人
。 

 

 

 

【
夏
季
研
修
会
に
参
加
し
て
】 

平
澤
眞
理
子(

Ｓ
５
２) 

｢

数
学
を
勉
強
し
て
ど
う
な
る
の｣

｢

先
生
に

な
る
し
か
道
は
な
い
で
し
ょ
う｣

 

も
う
○
○
年
も
昔
、
今
思
い
出
す
と
赤
面
も

の
で
す
が
、
で
も
、
本
人
た
ち
は
と
て
も
真
剣

に
結
論
の
出
な
い
議
論
を
何
回
も
何
回
も
繰
り

返
し
て
い
ま
し
た
。将
来
の
人
生
設
計
は
・
・・
、

何
を
や
る
か
、
何
が
目
標
か
、
何
が
幸
せ
か
、

な
ど
な
ど
・
・
・
そ
れ
を
議
論
し
な
が
ら
も
、

差
し
迫
っ
て
、
理
系
か
文
系
か
、
更
に
は
、
ど

の
学
部
に
進
む
の
か
（
受
験
す
る
の
か
）、
決
め

な
く
て
は
な
ら
な
い
時
期
で
し
た
。 

す
っ
か
り
忘
却
の
か
な
た
に
追
い
や
っ
て

い
た
こ
と
が
、急
に
は
っ
き
り
と
思
い
出
さ
れ
、

私
自
身
、
驚
き
ま
し
た
。 

梅
雨
の
晴
れ
間
の
土
曜
日
に
、
同
窓
会
館
で
、

恒
例
の
夏
季
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
内
藤
先
生

の
ご
講
演
を
聞
い
た
後
の
事
で
し
た
。そ
れ
は
、

｢

脳
を
測
る
ー
神
経
難
病
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
と
の
ブ

レ
イ
ン
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ー｣

と
題
さ
れ

た
ご
講
演
で
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う
難
病
に
侵
さ
れ

た
患
者
さ
ん
の
意
思
を
脳
活
動
を
測
る
こ
と
で

読
み
取
る
研
究
活
動
の
ご
紹
介
で
し
た
。
大
変

に
分
か
り
や
す
く
、
脳
に
つ
い
て
の
知
識
が
無

く
て
も
引
き
込
ま
れ
る
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。 

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
患
者
と
し
て
世
界
的
に
有
名
な
方

は
、
ス
チ
ー
ブ
ン
・
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
で
し
ょ

う
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
や
ビ
ッ
グ
バ
ン
を
含
む

宇
宙
論
で
高
名
な
物
理
学
者
で
す
。
随
分
と
前

に
な
り
ま
す
が
、
Ｔ
Ｖ
で
ホ
ー
キ
ン
グ
博
士
の

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
運
動
機
能
が
奪
わ
れ
、
ほ
と
ん
ど
寝
た
き

り
の
状
態
な
が
ら
、頭
脳
は
全
く
明
晰
で
、次
々

と
理
論
を
作
り
上
げ
て
い
く
様
は
本
当
に
驚
異

的
で
し
た
。
博
士
の
場
合
は
、
ま
ぶ
た
だ
っ
た

か
、
指
先
だ
っ
た
か
、
は
っ
き
り
と
記
憶
し
て

い
な
い
の
で
す
が
、
わ
ず
か
に
動
く
運
動
機
能

を
使
っ
て
、ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
示
す
こ
と
で
、

文
章
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
入
力
し
て
い
く
の

で
す
。
運
動
機
能
を
奪
わ
れ
た
人
の
脳
が
判
断

や
認
識
は
正
常
で
あ
る
（
博
士
の
場
合
は
正
常

を
は
る
か
に
超
え
て
い
ま
す
が
）
と
い
う
事
実

も
、
更
に
高
度
の
創
造
性
を
有
す
る
と
い
う
事

実
も
、
そ
の
当
時
の
私
に
は
、
自
分
の
認
識
を

覆
す
こ
と
で
し
た
。 

先
生
が
対
象
と
さ
れ
る
患
者
さ
ん
は
、
ホ
ー

キ
ン
グ
博
士
の
よ
う
な
特
別
の
方
で
は
な
く
、

一
般
の
方
で
す
が
、
本
人
に
と
っ
て
も
、
面
倒

を
見
て
い
る
方
に
と
っ
て
も
、
患
者
さ
ん
の
意

思
が
分
か
る
か
ど
う
か
は
、
と
て
も
重
要
で
あ

り
、
大
切
な
事
だ
と
良
く
判
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
先
生
が
今
行
っ
て
い
る
の
が
、
簡
単
に

言
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。
あ
る
質
問

の
回
答
が｢

は
い｣

か｢

い
い
え｣

か
を
決
め
る
の

に
、｢

は
い｣

の
場
合
は
、
脳
活
動
が
活
発
に
な

る
よ
う
、
し
り
と
り
や
暗
算
な
ど
を
し
て
も
ら

い
、｢

い
い
え｣

の
場
合
は
、
安
静
に
し
て
も
ら

う
と
決
め
て
お
き
ま
す
。
質
問
を
し
た
後
に
、

頭
に
光
を
当
て
、
戻
っ
て
く
る
光
量
を
測
る
こ

と
で
、
脳
が
活
発
だ
っ
た
か
、
す
な
わ
ち
「
は

い
」
な
の
か
、
不
活
発
だ
っ
た
か
を
判
定
す
る

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
簡
単
に
言
え
ば
こ
う
い

う
こ
と
で
す
が
、
人
間
の
身
体
・
脳
に
は
揺
ら

ぎ
も
あ
り
、患
者
さ
ん
の
状
態
の
変
化
も
あ
り
、

測
定
し
た
光
量
か
ら
簡
単
に
判
定
で
き
る
ほ
ど

単
純
で
は
な
い
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
登
場
す
る

の
が
、
数
学
で
、
先
生
か
ら
は
ヒ
ル
ベ
ル
ト
変

換
を
使
う
と
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
数
式
も

ス
ラ
イ
ド
に
出
ま
し
た
が
、
私
が
、
皆
様
に
ご

紹
介
で
き
る
わ
け
は
無
く
、
残
念
で
す
が
、
ご

容
赦
く
だ
さ
い
。 

私
は
、
ス
ラ
イ
ド
に
出
た
ヒ
ル
ベ
ル
ト
変
換

を
理
解
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
数
学
の
有

為
性
に
つ
い
て
、
一
つ
の
事
例
と
し
て
知
る
事

が
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
え
た
の
で

し
た
。
数
学
の
発
展
が
物
理
の
発
展
に
つ
な
が

っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
も
、
余
り
に
大
き
な

こ
と
で
そ
う
な
の
か
と
思
う
だ
け
で
す
が
、
具

体
的
な
事
例
を
聞
く
と
、身
近
に
も
思
え
ま
す
。

青
臭
い
議
論
を
し
て
い
た
頃
に
戻
っ
て
、
数
学

を
勉
強
す
れ
ば
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
役
に
立
つ

の
だ
、
世
の
中
の
こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
よ
く
な

る
の
だ
と
具
体
的
に
知
っ
て
い
た
ら
、
も
し
か

し
た
ら
、
大
学
時
代
の
過
ご
し
方
も
変
わ
っ
て

い
た
か
し
ら
・
・
な
ど
と
思
っ
た
の
で
し
た
。

少
し
前
で
し
た
ら
、
伊
藤
先
生
の
微
分
方
程
式

を
使
っ
て
ウ
ォ
ー
ル
街
を
闊
歩
し
よ
う
と
い
う

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
魅
力
的
に
見
え
た
で
し
ょ

う
。 理

系
の
優
秀
な
学
生
は
多
く
が
医
者
を
目

指
す
、
現
在
で
す
が
、
数
学
が
色
々
な
場
面
で

使
わ
れ
、
役
立
つ
と
い
う
事
を
、
具
体
例
を
あ

げ
て
、
ア
ピ
ー
ル
す
る
意
味
は
あ
る
の
で
は
な

い
か
し
ら
と
思
っ
た
の
で
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ

Ｓ
の
患
者
さ
ん
が
日
本
で
は
７
０
０
０
人
位
い

る
と
い
う
事
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
方
々
が
他
の

人
と
意
思
を
通
す
こ
と
で
希
望
が
持
て
る
よ
う
、

内
藤
先
生
の
研
究
活
動
の
ご
発
展
を
心
よ
り
応

援
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 内藤先生の御講演に 

ご参加の会員の方々 

講演では脳活動実測の 

実演をして下さいました。 
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脳を測る―神経難病 ALS 患者とのブレインコミュニケーション― 

(内藤正美先生ご寄稿による講演要旨) 

 

ALS（筋委縮性側策硬化症）は、随意運動神経系が次第に侵されていく進行性の難病です。ALS に罹患した方

は、病状が進むと体が全く動かなくなることがあります。こういう方々は、意識は健常者と変わりなく、健常者と同じよう

に感じたり考えたりしますが、身体がどこも動きませんから、それを他の人に伝えることができません。周囲とのコミュ

ニケーションを取れなくなってしまいます。コミュニケーションは人が生きる上で基本的な要求ですから、これはとても

辛いことでしょう。 

そこで、私たちは ALS の患者さんのコミュニケーションを支援する装置を開発しています。患者さんと「話」をする

人は、患者さんに質問します。患者さんは、質問に対して、答が「はい」ならば暗算や言葉の尻取りを考えるなどによ

り脳を働かせます。答が「いいえ」ならば安静にします。装置は患者さんの脳活動を測り、患者さんに代わって「は

い」、「いいえ」を答えます。脳活動の計測には、人体を透過しやすい「近赤外光」を使います。額から頭内に光を入

れ、脳で散乱されて戻ってくる光の量を測ります。近赤外光は血液中のヘモグロビンに吸収されますが、脳が働くと

脳内の血液量が増えますから、戻ってくる光量が減ります。安静を保つと、光量はあまり変化しません。この差を利

用して患者さんの答を判定します。 

こう書くと話は簡単そうですが、現実には様々な生体揺らぎがあり、それほど簡単ではありません。これらの揺らぎ

を反映して戻り光量も揺らぎます。その揺らぎと脳を意図的に働かせたことによる光量変化との区別が難しいのです。

しかし、データをよく見ると次の傾向があることがわかります。つまり、安静時には光量が約 10 秒の周期で揺らぎます。

一方、脳が働くと、それによる光量の変化が揺らぎをマスクし、揺らぎが減ります。下の左側の図は典型例です。この

10 秒揺らぎは、血圧や心拍数の変動では以前から知られており、誰にも見られる揺らぎなので、私達はこの揺らぎ

を積極的に利用することにしました。光量の変化高が小さく、何度も揺らぐときには答が「いいえ」、変化高が大きくて

揺らぎの回数が少ないときには答が「はい」、と判定するのです。 

揺らぎの回数を求めるために、振動の位相を使いました。1 回の振動で位相が 2πだけ変化しますから、計測の

始めと終わりの位相差を 2πで割れば、振動回数が分かります。位相を求めるにはヒルベルト変換を使います。原信

号（ここでは光量変化）を )(ts とすると（ t は時間）、そのヒルベルト変換 )(~ ts は )(ts と t の畳み込み積分で与えられま

すが、 )(~ ts は )(ts と位相がずれた振動をします。このことを利用して、原信号の位相 )(t が  )()(~arctan)( tstst 
と求まります。例えば、 )cos()( tts  では位相が t ですが、これをヒルベルト変換すると )sin()(~ tts  となります。

すると、     ttttt   )tan(arctan)cos()sin(arctan)( となり、確かに )(t が原信号の位相 t になります。 

このようにして、質問に対する患者さんの脳活動を光で計測し、光量変化の振動回数と変化高を求めます。それ

を基に、統計学の判別分析により、答が「はい」なのか「いいえ」なのかを判定します。図は、ある患者さんでの光量

変化の波形と判別の結果ですが、この患者さんの場合は波形も「はい」と「いいえ」で明確に差があり、また、右図の

判別分析の結果でも「はい：○印の点」と「いいえ：×印の点」が完全に分離されています。現在、判定の安定性向

上と判定時間の短縮に向けて、装置と判定アルゴリズムの改良を続けています。 

 
 
 

戻り光量の波形。 

上段：答が「はい」の
とき。（脳を活
性化したとき） 

下段：答が「いいえ」
のとき。（安静
を保ったとき） 

振動回数と
振幅による
「はい」と「い
いえ」の分
別。 

左図の 1 本 1
本の波形が、
右図の一つ
一つの点に
対応する。 
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【
数
専
会
の
あ
ゆ
み
】 

  

＊
数
専
会
歴
代
会
長 

 

第
一
代 

故
豊
泉
し
げ
氏 

第
六
代 

故
清
水
千
代
氏 

第
二
代 

 

山
下
タ
ミ
氏 

第
七
代 

 

寺
田
陽
子
氏 

第
三
代 

故
豊
泉
し
げ
氏 

第
八
代 

 

山
本
静
枝
氏 

第
四
代 

故
中
屋
澄
子
氏 
第
九
代 

 

矢
矧
か
つ
子
氏 

第
五
代 

 

溝
口
雪
恵
氏 

第
十
代 

 

高
橋
美
保
子
氏 

第
十
一
代 

飯
山
良
子
氏 

 

第
七
代
会
長 

寺
田 

陽
子(
Ｓ
２
２)

  

昭
和
六
十
一
年
か
ら
平
成
四
年
ま
で
、
数
専
会

会
長
で
し
た
。
そ
の
前
、
清
水
会
長
の
も
と
で
副

会
長
、
そ
の
前
も
常
任
幹
事(

研
究
部)

で
、
五
十

代
、
六
十
代
は
、
数
専
会
に
ド
ッ
プ
リ
つ
か
っ
て

い
た
感
じ
で
す
。 

総
会
、
夏
季
研
修
会
、
卒
業
式
、
入
学
式
、
そ

れ
か
ら
「
数
専
会
だ
よ
り
」
発
行(

集
ま
っ
た
原
稿

の
割
り
つ
け
、
印
刷
、
校
正
な
ど
は
、
昨
春
死
去

し
た
夫
が
や
っ
て
く
れ
ま
し
た)

な
ど
の
他
、同
窓

会
の
行
事
に
も
出
席
し
て
、
相
当
忙
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
中
屋
さ
ん
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
と
か
、

六
〇
周
年
大
祝
賀
会(

東
京
会
館)

と
か
、
何
回
も

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
旅
行
と
か
、
楽
し
い
思
い
出
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
又
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
た
り
す
る
と
、
し
ょ
っ
中
、
豊
泉
さ
ん
、
中
屋

さ
ん
、
溝
口
さ
ん
、
山
下
さ
ん
、
清
水
さ
ん
方
に
、

う
る
さ
く
電
話
な
ど
し
て
、御
指
導
頂
き
ま
し
た
。 

パ
ソ
コ
ン
が
ま
だ
珍
し
い
こ
ろ
、
喜
安
さ
ん
よ

り
御
寄
附
頂
き
、
そ
の
後
、
矢
矧
さ
ん
や
飯
山
さ

ん
方
の
御
指
導
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
開
か
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
勿
論
い
く
つ
も
の
勉
強

会(

中
屋
さ
ん
の
御
尽
力
で
発
足)

が
開
か
れ
、
年

令
に
か
か
わ
り
な
く
、
ベ
ン
キ
ョ
ウ
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
か
ら
、
数
学
研
究
室
の
根
岸
先
生
、
高
村

先
生
、
杉
山
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
又
、
武
藤
さ
ん
、
兼
俊
さ
ん
、
苔
口
さ
ん
、

加
宮
さ
ん
方
に
は
、
副
会
長
と
し
て
一
方
な
ら
ぬ

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
常
任
幹
事
さ

ん
方
い
ろ
い
ろ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
会
長
を

辞
め
た
時
に
は
「
囲
む
会
」
を
開
い
て
下
さ
り
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

今
、
ふ
り
返
る
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
ば
か
り

思
い
出
し
ま
す
。 

高
齢
の
た
め
、
記
憶
ち
が
い
の
こ
と
書
い
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。 

多
羅
尾
さ
ん
は
じ
め
現
在
の
役
員
の
方
々
、
お

忙
し
い
で
し
ょ
う
が
、
ガ
ン
バ
ッ
テ
下
さ
い
ネ
。 

数
専
会
の
御
発
展
を
祈
り
つ
つ
。 

 
 

 
 
 

第
八
代
会
長 

山
本 

静
枝(

Ｓ
２
３) 

 

一
．
数
専
会
―
戦
後
す
ぐ
の
こ
ろ 

  

戦
後
、
学
制
が
改
め
ら
れ
、
東
京
女
子
大
学
の

旧
大
学
部
・
旧
専
門
部
の
う
ち
文
系
は
四
年
制
大

学
と
二
年
制
の
短
期
大
学
部
と
な
り
ま
し
た
が
、

数
学
科
だ
け
は
四
年
制
大
学
へ
の
変
換
が
認
め
ら

れ
ず
、
二
年
生
の
短
期
大
学
の
み
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
女
子
大
学
以
外
の
旧
制
専
門
学
校
数

学
科
は
、
東
京
女
子
高
等
師
範
学
校
は
「
お
茶
の

水
大
学
」、
東
京
都
立
女
子
専
門
学
校
は
「
都
立
大

学
」
、
日
本
女
子
大
学
家
政
学
部
数
学
科
、
津
田
塾

大
学
と
全
部
四
年
制
大
学
と
な
り
ま
し
た
。
数
学

科
が
四
年
制
大
学
に
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
の
は
、

恐
ら
く
数
専
会
全
員
の
希
望
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

当
事
、
会
長
は
第
一
回
数
学
専
攻
部
卒
業
生
で
、

長
い
間
女
子
学
院
の
教
壇
に
立
た
れ
た
豊
泉
さ
ん

で
、「
数
学
科
を
四
年
制
に
」と
大
学
に
お
願
い
し
、

会
員
に
も
働
き
か
け
ら
れ
た
の
で
す
。
四
年
制
に

な
ら
な
か
っ
た
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
よ
う
で

す
が
、
そ
の
一
つ
に
四
年
制
に
す
る
た
め
に
必
要

な
図
書
が
不
十
分
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
聞
か

さ
れ
、
そ
の
た
め
の
募
金
を
始
め
た
こ
と
は
「
数

専
５
０
年
史
」
に
あ
る
と
お
り
で
す
。
普
通
の
寄

付
以
外
に
も
資
金
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。「
社
交
ダ
ン
ス
」
が
お
得
意
の
中
村
進
先

生
と
副
会
長
の
中
屋
さ
ん
が
計
画
、
実
行
で
ダ
ン

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
き
券
を
売
り
、
か
な
り
の
収

益
を
上
げ
ま
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
小
さ
な
学
習

塾
を
開
き
、
教
え
る
、
生
徒
を
集
め
る
、
教
室
の

場
所
を
提
供
す
る
等
大
勢
で
協
力
し
て
収
入
を
得

ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
応
必
要
な
だ
け
の
募
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。
平
常
の
活
動
と
し
て
は
、
中
屋

さ
ん
の
勉
強
会
が
あ
り
、
こ
れ
が
現
在
の
研
究
部

の
各
ゼ
ミ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
夏
は

追
分
寮
で
の
勉
強
会
が
あ
り
ま
し
た
。
指
導
は
中

屋
さ
ん
で
、
家
族
同
伴
で
も
良
い
と
い
う
の
で
お

子
様
連
れ
の
方
も
あ
り
家
庭
的
な
の
ん
び
り
し
た

も
の
で
し
た
。 

 

数
学
専
攻
部
が
で
き
た
頃
、
卒
業
生
に
教
員
免

許
状
は
与
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
三
回
生
の
中

屋
さ
ん
は
文
部
省
に
よ
る
教
員
免
許
の
国
家
試
験

に
数
専
で
最
初
に
合
格
さ
れ
た
方
で
す
。
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
台
湾
総
督
府
の
高
官
で
あ
っ
た
ご

主
人
が
公
職
追
放
に
な
っ
た
と
き
教
職
に
就
か
れ

一
家
を
支
え
ら
れ
た
経
験
か
ら
「
卒
業
生
は
い
つ

で
も
中
高
校
の
教
壇
に
立
て
る
よ
う
に
勉
強
し
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
お
考
え
で
、
お
亡

く
な
り
に
な
る
一
ヶ
月
前
ま
で
「
高
校
数
学
」
の

ゼ
ミ
を
熱
心
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。 

 二
．
会
員
数
と
数
種
類
の
会
員
が
増
え
た
こ
と 

  

会
員
の
人
数
が
増
え
、
数
専
、
数
学
科
二
年
制

短
大
、
三
年
制
短
大
、
四
年
制
大
学
と
異
な
っ
た

卒
業
生
の
大
き
な
集
団
と
な
っ
た
の
で
そ
れ
ま
で

の
よ
う
な
小
さ
い
集
ま
り
で
な
く
新
し
く
大
き
い

集
合
に
し
た
い
、
そ
れ
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

考
え
よ
う
と
、
そ
の
年
の
ク
ラ
ス
幹
事
が
７
２
年

館
に
集
め
ら
れ
話
し
合
い
、
会
長
に
溝
口
さ
ん
を

選
び
、
常
任
幹
事
の
人
数
を
増
や
し
な
る
べ
く
違

っ
た
年
代
か
ら
と
決
め
て
互
選
し
ま
し
た
。
こ
の

時
現
在
の
会
則
の
基
が
出
来
、
そ
の
後
部
分
的
に

変
更
さ
れ
て
現
在
の
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
研
究
部
、
厚
生
部
等
の
役
割
を
決
め
る
今
の
よ

う
な
体
制
に
な
っ
た
の
も
こ
の
時
で
す
。
常
任
幹

事
の
卒
業
年
度
は
昭
和
９
、
２
０
、
２
２
、
２
３
、

２
６
、
３
１
、
…
…
、
５
３
年
と
希
望
し
た
よ
う

に
常
任
幹
事
が
揃
い
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た

の
は
、
大
学
院
一
年
の
方
が
二
名
加
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
こ
う
し
て
い
ろ
い
ろ
な
世

代
の
会
員
の
考
え
が
会
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 三
．
寺
田
さ
ん
の
後
を
継
い
で 

  

前
会
長
五
名
の
話
し
合
い
の
結
果
で
決
定
し
た

か
ら
会
長
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
溝
口
さ
ん
か
ら

命
令
さ
れ
た
時
二
つ
の
目
的
を
持
ち
ま
し
た
。
そ

の
頃
、
毎
年
立
派
な
数
専
会
報
が
送
ら
れ
て
く
る

の
は
会
長
寺
田
さ
ん
の
ご
主
人
様
が
印
刷
に
関
し

て
大
層
な
ご
尽
力
が
あ
っ
た
の
で
す
。
一
人
の
方

に
依
存
せ
ず
会
員
が
負
担
す
る
よ
う
会
費
を
値
上

げ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
た
幹
事
も
会
長
も

ク
ラ
ス
幹
事
会
が
推
薦
し
、
そ
の
中
か
ら
投
票
で

選
び
総
会
が
承
認
す
る
会
則
を
守
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
一
期
だ
け
引
き
受
け
ま
し
た
。
そ
の
年
の

会
報
は
各
部
報
告
を
コ
ピ
ー
し
た
だ
け
の
ひ
ど
い

も
の
で
常
任
幹
事
の
方
々
が
心
配
な
さ
っ
た
の
で

す
が
４
０
０
円
の
会
費
で
は
そ
れ
し
か
で
き
な
い

と
押
し
切
り
ま
し
た
。 

そ
の
年
、
会
費
を
１
０
０
０
円
に
値
上
げ
す
る
案

は
承
認
さ
れ
、
二
年
後
ク
ラ
ス
幹
事
推
薦
の
中
か

ら
会
長
、
常
任
幹
事
が
決
ま
り
ま
し
た
。
活
動
資

金
の
た
め
の
バ
ザ
ー
を
始
め
た
の
も
そ
の
年
で
す
。

最
初
バ
ザ
ー
は
ク
ラ
ス
幹
事
会
の
時
不
要
の
品
物

を
持
っ
て
き
て
、
ミ
シ
ン
目
の
入
っ
た
色
分
け
し

た
紙
に
売
れ
そ
う
な
価
格
と
暗
号
を
記
入
す
る
。

売
れ
た
ら
半
券
を
切
り
取
り
売
れ
た
価
格
の
二
割

を
寄
付
、
八
割
と
残
っ
た
も
の
は
持
ち
帰
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
物
の
あ
ふ
れ
て
い
る
時
代
で
は
な

か
っ
た
の
で
結
構
売
り
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
後
だ
ん
だ
ん
お
金
も
物
も
持
ち
帰
り
は
面
倒
と

い
う
方
ば
か
り
に
な
っ
て
全
額
寄
付
に
な
り
ま
し

た
。
一
期
だ
け
で
し
た
が
曲
り
な
り
に
も
目
標
が

達
成
で
き
た
の
は
副
会
長
、
幹
事
の
方
々
と
同
期

昭
和
２
３
年
卒
の
大
き
な
支
え
に
よ
る
も
の
と
今

で
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。 
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                                                       数 専 会 会 則                   2009 年 5 月改正(下線部：改正箇所) 

 
 

第 １ 章   総   則 
第１条 本会は東京女子大学同窓会数専会と称する。事務所を東京都杉並区善福寺二丁目二十三番十一号東京女子大学同窓会内におく。 
第２条 本会は会員相互の親睦と学術的研究をはかることを目的とする。 
第３条 本会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう。 

１．講演会、研究会および講習会の開催  ２．会誌の発行  ３．その他 
 

 第 ２ 章   会員・客員 
第４条 本会の会員は次のとおりとする。 

１． 東京女子大学卒業者のうち大学院理学研究科・数学専攻部・専門部数学科・数理科・数理学科・数理科学科を卒業した者。 
２． 東京女子大学に 1 年以上在学し、大学院理学研究科・数学専攻部・専門部数学科・数理科・数理学科・数理科学科に在籍した

同窓会会員。 
第５条 本会の趣旨に賛同する東京女子大学現教員および旧教員は客員とする。 

 
第 ３ 章   役   員 

第６条 本会は次の役員をおく。 
会長 1 名  副会長 2 名  常任幹事 15名以内  級幹事  会計監査 2 名 

第７条 会長は会員の中から級幹事会の推薦した者について総会においてこれを決定し、任期は 2 年とする。ただし連続 3 期を超えること

はできない。 
会長は本会を代表し、会務を総括する。 

第８条 副会長は会員の中から級幹事会の推薦した者について総会においてこれを決定し、任期は 2 年とする。ただし連続 3 期を超えるこ

とはできない。 
副会長は会長を補佐し、会長事故あるときはその職務を代行する。 

第９条 常任幹事は会員の中から級幹事の推薦した者について総会においてこれを決定し、任期は 2 年とする。 
第１０条 級幹事は各級において 1 名または 2 名選出し、任期は各級に一任する。 
第１１条 会計監査は総会の承認を得て会員の中から会長がこれを委嘱し、任期は2 年とする。 
第１２条 役員の補欠を必要とするときは前記手続によるものとし、補欠者の任期は前任者の残りの期間とする。 
 

第 ４ 章   常任幹事会・級幹事会 
第１３条 常任幹事会は会長、副会長、常任幹事をもって構成する。  
第１４条 常任幹事会は常任幹事の中から本会の目的を達成するための部門を担当する者を互選する。 
第１５条 常任幹事会は年 2 回会長がこれを招集する。会長は必要に応じて常任幹事会を招集することができる。 
第１６条 常任幹事会は本会の運営に必要な事項について審議・立案・決定し、これを行なう。 
第１７条 級幹事会は会長、副会長、常任幹事および級幹事をもって構成する。 
第１８条 級幹事会は常任幹事会が必要と認めるとき、および級幹事 10 名以上から求めがあったとき会長がこれを召集することができる。 
第１９条 級幹事会は本会の目的を達成するための事項について審議・決定し、これを行なうことができる。  

 
第 ５ 章   総   会 

第２０条 定期総会は年 1 回会長がこれを招集する。 
臨時総会は常任幹事会または級幹事会が必要と認めるとき、会長がこれを召集することができる。  

第２１条 総会において次の事項を決議する。議事は出席者の過半数をもって決する。 
 １．予算および決算  ２．会長・副会長・常任幹事の選任  ３．その他 
 

第 ６ 章   会   計 
第２２条 本会の会計年度は毎年 4 月1 日に始まり翌年 3月 31 日に終わる。 
第２３条 本会の会員は総会で定める金額を各自が終身会費として卒業時に納入する。 
第２４条 本会は維持運営費を必要に応じて徴収することができる。  
第２５条 会長は定期総会において決算の承認を求めなければならない。 
 会計監査は定期総会において、決算について監査報告をしなければならない。 
 

第 ７ 章   会則の変更 
第２６条 本会の会則を変更するときは、総会において出席者の 3 分の2 以上の賛成を得なければならない。 

 
 付 則 １．本会則は昭和 54 年 6月 23 日より実施する。 
  ２．本会則は平成 5 年 7月 3 日より実施する。 
  ３．本会則は平成 17 年 6月 4 日より実施する。 
  ４．本会則は平成 18 年 6月 10 日より実施する。 
  ５．本会則は平成 21 年 5月 30 日より実施する。 
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決 算 及 び 予 算 
 

 
 

平成 20（2008）年度決算報告 平成 21（2009）年度予算 
収入の部 支出の部 収入の部 支出の部 

科目 金額（円） 科目 金額（円） 科目 金額（円） 科目 金額（円） 
一般会計  一般会計  一般会計  一般会計  

繰越金      繰越金      

年度収入  年度支出  年度収入  年度支出  
維持運営費  郵送通信費  維持運営費    郵送通信費  
新入会費  印刷費  新入会費    印刷費  
バザー  名簿管理費  バザー    名簿管理費  
利息   講座補助費  利息  講座補助費  
雑収入   パソコン関係費   雑収入   パソコン関係費   

小計    総会費   小計    総会費   
   会議費      会議費   
     運営費        運営費   
     バザー        バザー   
     雑費        雑費   
     予備費        予備費   
   小計     小計  
   次期繰越金     次期繰越金  
①一般会計合計  ①一般会計合計  ①一般会計合計  ①一般会計合計  
②基金  ②基金  ②基金  ②基金  

次期繰越金(①＋②)  次期繰越金(①＋②)  

【
会
計
・
会
計
監
査
よ
り
】 

 

平
成
二
十
年
度
の
決
算
を
上
記
の
と
お
り 

報
告
い
た
し
ま
す
。 

会
長 

 
 

 
 

 

多
羅
尾
千
恵 

会
計 
 

 
 

 
 

松
本 

友
子 

渡
辺 

信
子 

精
査
の
結
果
、
相
違
な
い
こ
と
を
認
め
ま
す
。 

平
成
二
十
一
年
五
月
七
日 

会
計
監
査 

 
 

 

土
屋 

昌
子 

大
島 

治
美 

 

【
会
計
よ
り
】 
 

平
成
二
十
一
年
度
の
予
算
が
総
会
に
て
上
記

の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
も
、
基
金
を
利
用
し
て
秋
に
数
専
会

主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
そ
の
他
、
基

金
の
有
効
な
利
用
法
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
提
案

下
さ
い
。
常
任
幹
事
会
に
て
検
討
の
う
え
、
総

会
で
使
途
を
決
定
し
ま
す
。 

維
持
運
営
費
の
振
り
込
み
用
紙
が
同
封
さ
れ

て
い
る
方
は
お
納
め
下
さ
い
。
な
お
払
込
み
手

数
料
は
自
己
負
担
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 

【
庶
務
（
住
所
管
理
担
当
）
よ
り 

】 
 

転
送
さ
れ
た
手
紙
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
新
住

所
を
ご
連
絡
下
さ
い(

転
送
期
間
は
一
年
で

す)

。
改
姓
、
名
簿
変
更
な
ど
は
数
専
会
Ｈ
Ｐ
、

葉
書
な
ど
で
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。 

ク
ラ
ス
会
開
催
等
で
名
簿
が
必
要
な
時
は
、

ご
連
絡
下
さ
い
。 

 

【
同
窓
会
パ
ソ
コ
ン
講
座 

運
営
管
理
委
員
会
よ
り
】 

 

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ッ
タ
ー
を
購
入
し
ま
し

た
。 イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
改
善
の
為
、
光
ケ
ー

ブ
ル
の
導
入
を
検
討
中
で
す
。 

 

【
厚
生
部
よ
り
】 

 

平
成
二
十
年
度
の
求
人
と
実
績
は
数
専
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
厚
生
部
求
人
情
報
を
ご
利
用
下

さ
い
。
随
時
更
新
し
て
お
り
ま
す
。
求
職
希
望

者
は
、
ご
連
絡
下
さ
い
。 

TEL
×
×-

×
×
×
×-

×
×
×
× 

藤
井 
恭
子
（
Ｓ
４
３
） 

  

【
Ｈ
Ｐ
担
当
よ
り
】 

 

Ｈ
Ｐ
は
勉
強
会
の
お
知
ら
せ
、
会 

員
の
交
流
、
住
所
変
更
の
連
絡
等
に 

使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
た
場
合
、
本 

等
出
版
し
た
場
合
な
ど
、
情
報
を
お 

寄
せ
下
さ
い
。 

数
専
会
Ｈ
Ｐ
は
「
東
京
女
子
大
学 

数
専
会
」
で
検
索
す
る
か
、
下
の 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
入
力
す
る
と
閲
覧
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
す
。 

 
              

【
同
窓
会
理
事
よ
り
】 

 

―
北
大
特
別
展
で
の
出
会
い
ー 

 

今
北 

信
子(

Ｓ
５
０) 

先
人
の
足
跡
を
た
ど
る
旅
に
参
加
し
「
東
京 

女
子
大
学
と
北
海
道
大
学
を
結
ぶ
人
々
」
展
に
、 

一
同
感
動
！
戦
前
の
北
海
道
帝
国
大
学
理
学
部

数
学
科
に
初
め
て
入
学
し
た
女
性
５
人
、
結
城 

玉
江
様
、
小
林
よ
し
様
、
渡
邉
雅
様
、
桂
田 

芳
枝
様
、
大
久
保
多
津
様
は
母
校
数
専
の
方
々
。 

殊
に
杉
多
津
先
生
は
私
の
高
校
の
恩
師
。
時
と

空
間
を
超
え
て
北
海
道
の
皆
様
の
交
流
と
ご
尽

力
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

【
謹
弔
】 

 

東
京
女
子
大
学
名
誉
教
授
松
原
稔
先
生
が
、 

八
月
九
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
平成 21年度常任幹事 

 

 

http://www.geocities.jp/twcumath/index.html 
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【 

研
究
部
か
ら 

】 
今
年
の
夏
季
研
修
会
は
、
盛
夏
を
避
け
て
、
例
年

よ
り
少
し
早
い
七
月
四
日
に
、
同
窓
会
館
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

 

女
子
大
教
授
の
内
藤
正
美
先
生
に
よ
る
「
脳
を
測

る
」
と
い
う
少
々
難
し
い
タ
イ
ト
ル
の
講
演
会
で
し

た
が
、
神
経
難
病
患
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
内
藤

先
生
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
お
話
で
し
た
。 

 

今
後
の
研
修
会
に
つ
い
て
、
時
期
、
場
所
、
講
演

内
容
な
ど
、
ご
意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

是
非
、
研
究
部
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。 

こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い
た 

                   

 

だ
き
、
懐
か
し
い
か
た
が
た
の
語
ら
い
の
場
、
そ
し

て
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
得
ら
れ
る
場
と
な
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
の
勉
強
会
活
動
は
、
左
記
の
通
り
で
す
。 

現
在
開
か
れ
て
い
ま
す
勉
強
会
は
、
東
京
と
横
浜

に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
地
域
で
自
主
的
に

勉
強
会
を
開
い
て
い
る
方
、
ま
た
は
開
き
た
い
と
お

考
え
の
方
が
い
ら
し
た
ら
、
是
非
、
研
究
部
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
通
信
教
育
の
よ
う
な
形

で
勉
強
し
て
み
た
い
と
お
考
え
の
方
も
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 

 

                       

  

【 

現
代
教
養
学
部
数
理
科
学
科
の
誕
生 

】 
 

数
理
科
学
科
情
報
理
学
専
攻
講
師 

小
舘
崇
子(

Ｈ
２
・
Ｈ
４
院) 

こ
の
四
月
よ
り
文
理
学
部
と
現
代
文
化
学
部
が

統
合
さ
れ
、
現
代
教
養
学
部
が
誕
生
し
ま
し
た
。
我

々
の
数
理
学
科
は
数
理
科
学
科
と
な
り
、
数
学
専
攻

と
情
報
理
学
専
攻
に
分
か
れ
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。
各
専
攻
は
、
定
員
三
十
名
ず
つ
、

教
員
七
名
ず
つ
で
こ
れ
ま
で
通
り
少
人
数
教
育
を

保
証
し
ま
す
。
数
学
専
攻
は
、
今
ま
で
の
数
理
学
科

の
数
学
を
中
心
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
踏
襲
し

て
い
ま
す
。
情
報
理
学
専
攻
は
、｢
数
学
だ
け
で
な

く
情
報
や
自
然
科
学
に
も
興
味
が
あ
る
」「
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
術
だ
け
で
な
く
理
論
も
し
っ
か
り
身
に

つ
け
た
い
」
と
い
う
学
生
を
対
象
と
し
、
数
学
を
土

台
に
、
情
報
学
と
自
然
科
学
を
融
合
さ
せ
た
教
育
を

行
い
ま
す
。
情
報
学
四
名
と
自
然
科
学( 

物
理
、
化

学
、
生
物 ) 

三
名
の
教
員
体
制
で
臨
む
こ
の
専
攻

は
、
情
報
学
と
自
然
科
学
の
融
合
点
と
し
て
、
自
然

科
学
の
中
の
題
材
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
「
数
理
モ
デ
ル
と
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
」
を
一
つ
の
目
玉
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組

ん
で
い
ま
す
。 

二
専
攻
で
異
な
る
点
は
、
一
年
次
の
必
修
科
目
と

四
年
次
の
講
究
で
す
。
数
学
専
攻
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
微
積
分
、
線
形
代
数
を
演
習
も
含
め
、
一
年
間
必

修
と
し
ま
す
が
、
情
報
理
学
専
攻
は
、
微
積
分
一
年

間
、
線
形
代
数
半
年
間
を
必
修
と
し
、
一
年
後
期
の

線
形
代
数
と
各
分
野
の
概
論
（
情
報
学
概
論
、
物
理

学
概
論
、
化
学
概
論
、
生
物
学
概
論
）
の
中
か
ら
二

科
目
を
選
択
必
修
と
し
て
い
ま
す
。
四
年
次
の
講
究

は
、
数
学
専
攻
は
数
学
講
究
、
情
報
理
学
専
攻
は
情

報
理
学
講
究
を
履
修
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
一
足
先
に
、
情
報
の
教
職
免
許
（
高
校
）

を
取
得
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
整
え
ま
し
た
。
解

析
学
、
代
数
学
の
科
目
に
「
情
報
解
析
学
」「
情
報

代
数
学
」「
符
号
と
暗
号
」
な
ど
、
情
報
学
へ
応
用

さ
れ
て
い
る
数
学
の
科
目
も
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
両

専
攻
と
も
数
学
と
情
報
の
両
方
の
免
許
が
取
得
可

能
で
す
。
来
春
、
情
報
の
教
免
を
持
つ
初
め
て
の
卒

業
生
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

専
攻
別
の
学
生
は
一
年
生
だ
け
な
の
で
、
専
攻
ご

と
に
学
生
の
志
向
や
特
徴
が
出
て
く
る
の
は
ま
だ

先
の
こ
と
で
す
。
教
員
も
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、

協
力
し
合
っ
て
よ
い
専
攻
、
よ
い
学
科
を
作
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

七
月
三
十
一
日(

金)

に
第
三
回
五
女
子
大
学
共

催
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
講
堂
で
行
い

ま
し
た
。
一
昨
年
の
お
茶
の
水
女
子
大
、
昨
年
の
日

本
女
子
大
に
続
い
て
開
催
校
に
な
り
ま
し
た
。
二
百

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
盛
況
な
会
に
な
り
ま

し
た
。
理
系
学
部
・
学
科
の
あ
る
女
子
大
（
お
茶
の

水
女
子
大
、
奈
良
女
子
大
、
日
本
女
子
大
、
津
田
塾

大
）
で
協
力
し
、
女
子
中
高
生
に
理
系
科
目
を
女
子

大
で
学
ぶ
こ
と
の
魅
力
を
伝
え
よ
う
と
す
る
の
が

狙
い
で
す
。
五
女
子
大
の
Ｏ
Ｇ
、
現
役
パ
ネ
リ
ス
ト

た
ち
が
「
少
人
数
教
育
な
の
で
じ
っ
く
り
納
得
の
い

く
ま
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」「
男
子
が
い
な
い

の
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
取
れ
た
」「
就
職
が
共
学

校
の
女
子
よ
り
も
有
利
」
な
ど
と
発
言
す
る
の
を
聞

い
て
、
参
加
し
た
中
高
生
と
そ
の
親
た
ち
は
、
女
子

大
の
魅
力
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。
在
学
生
が
誇
り
を
持
っ
て
卒
業

で
き
る
よ
う
に
、
女
子
大
を
出
て
良
か
っ
た
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

ゼミ テキスト 日時 場所 会費/月 世話人 

高村多賀子ゼミ 
（’51） 

常微分方程式 
（ポントリャーギン著共立出版）  

第3 火曜日 
10:20～12:20 

72 年館 2000 円 早川希尹子（’67） 

杉山真澄ゼミ 
（’69） 

プリント 
月1 回 
土曜日午前 

女子大学研究室 1500 円 
今吉和子（’48） 
苔口晶子（’48） 

高校数学 テキスト 日時 場所 会費/月 世話人 

茶圓幸子（’69） 4STEP数学ⅢC （数研出版） 
第2,4 木曜日 
午前 

武蔵野公会堂 2500 円程度 渡邊信子（’75） 

横浜教室 
吉田萌子（’48） 

4 Step 数学B（数研出版） 
第2,4 木曜日 
午前 

川崎ミューザ内の 
研修室(JR川崎駅前) 

2000 円 
勝田啓子（’72） 
横山智子（’72） 

吉祥寺ゼミ 
七沢美枝子（’63） 

クリアー数学演習Ⅰ・Ⅱ・A・B 
受験編 （数研出版） 

隔週月曜日 
午前 

吉祥寺商工会館 1000 円程度 
山田洋子（’66） 
大井美智子（’74） 

パソコン テキスト 日時 場所 会費/月 世話人 

My パソコン  
戸塚三重子（’66） 

プリント （現在Excel）  
第1,3 水曜日 
午前 

72 年館 3000 円 山田洋子（’66） 

プラム 
荒木純子（’75） 

Word による立体図形の作図 
第1,3 木曜日 
午前 

72 年館 学期5000 円 高林厚子（’61） 

チェリー 
荒木純子（’75） 

プリント 
（ペイント、Photoshop 等） 

第1,3 木曜日 
13:15～15:15 

72 年館 5000 円程度 岸永子（’57） 

シニア 
矢矧かつ子（’51） 

プリント 
第1,3 火曜日 
午前 

72 年館 
学期10000 
～12000 

古川旗江（’53） 
橋本千恵（’56） 

パズル研究会 
荒木純子（’75） 

プリント 
第2 金曜日 
午前 

72 年館 2000 円程度 荒木祐子（’77） 

多面体 
荒木純子（’75） 

プリント 
第4 木曜日 
13：30～15：30 

72 年館 1000 円程度 菊島永子（’85） 

自主ゼミ テキスト 日時 場所 会費/月 世話人 

九段教室 
石田静子（’48） 

入試問題集 数学ⅠⅡAB 
（文理系2006 数研出版） 
 センター試験数学（2009） 

第1,3 火曜日 
午前 

千代田区 
九段生涯学習館 

1000 円 廣田貞子（’49） 

2009 年度  勉強会案内  

研究部 連絡先 
 大井 美智子（Ｓ４９）××－××××－×××× 
 庵原 ちひろ（Ｓ５０）××××－××－×××× 
 



2009 年 10 月 15 日発行                     数    専    会    だ    よ    り (8) 

 
【
支
部
だ
よ
り
】 

 
逃
げ
る
？
ケ
セ
ラ
セ
ラ 

山
口
支
部 

村
岡
佐
保
子(

Ｓ
５
０) 

 

数
専
会
の
方
々
に
は
長
い
間
ご
無
沙
汰
し
て
お

り
ま
す
。
卒
業
し
て
２
年
弱
東
京
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
の
Ｓ
Ｅ
と
し
て
働
き
、
そ
の
後
今
で
言
う
フ

リ
ー
タ
ー
、
父
に
言
わ
せ
る
と
高
級
遊
民
の
生
活

を
三
十
歳
ま
で
し
て
お
り
ま
し
た
。
今
、
思
え
ば

私
の
人
生
は
常
に
逃
避
行
動
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
大
学
に
入
っ
た
の
も
し
か
り
で
す
。
医
者

と
祖
父
の
作
っ
た
小
さ
な
私
立
学
校
の
経
営
を
す

る
父
の
元
に
生
ま
れ
育
ち
、
学
校
家
の
娘
だ
か
ら

所
謂
い
い
子
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
勉
強
の

嫌
い
な
子
が
あ
る
程
度
の
成
績
を
取
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。
そ
こ
か
ら
逃
げ
る
為
に
大
学
に
入
っ

て
、
い
い
友
人
に
恵
ま
れ
自
由
で
し
た
。
そ
の
手

助
け
を
し
て
下
さ
っ
た
の
が
数
専
会
の
友
人
で
す
。

実
家
に
帰
れ
ば
数
学
の
教
師
、
そ
れ
か
ら
逃
げ
る

為
に
就
職
し
、
そ
の
後
も
教
師
に
は
な
り
ま
せ
ん

で
し
た
。 

三
十
歳
に
な
る
直
前
、
た
ま
た
ま
山
口
県
の
大

学
同
窓
会
で
知
り
合
っ
た
先
輩
か
ら
「
何
と
か
さ

ん
の
お
嬢
さ
ん
で
い
る
よ
り
、
一
度
結
婚
し
て
帰

っ
て
来
る
と
落
ち
着
く
わ
よ
」
と
言
わ
れ
、
そ
れ

も
あ
り
か
な
と
結
婚
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
た
ま
た

ま
開
業
し
よ
う
と
し
て
い
た
整
形
外
科
医
の
主
人

で
す
。
こ
こ
で
医
療
に
捕
ま
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

数
理
学
科
で
生
物
を
、
鳥
山
教
授
の
も
と
で
オ
ジ

ギ
ソ
ウ
の
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
関
連
し
た
卒
論
（
つ

た
な
い
も
の
で
し
た
が
）
を
書
き
ま
し
た
。
主
人

も
似
た
よ
う
な
テ
ー
マ
で
博
士
論
文
を
書
い
て
い

た
の
も
何
か
の
き
っ
か
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

借
金
が
想
像
を
絶
し
て
い
た
事
も
あ
り
、
仕
方

な
く
十
九
床
の
有
床
診
療
所
を
維
持
す
る
為
に
働

か
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
長
い

方
は
十
年
近
く
入
院
、
儲
か
ら
な
い
医
院
で
す
。

交
通
事
故
の
患
者
さ
ん
や
お
年
寄
り
に
は
心
の
ケ

ア
も
必
要
と
さ
れ
ま
す
。
ま
め
に
声
掛
け
す
る
だ

け
で
も
快
方
に
向
か
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
々
あ
り

ま
す
。
又
、
最
近
医
療
の
現
場
で
問
題
に
な
っ
て

い
る
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
患
者
さ
ん
へ
の
い
じ
め
的

行
為
も
未
然
に
防
ぐ
事
も
出
来
ま
す
。
整
形
外
科

の
患
者
さ
ん
の
楽
し
み
は
食
事
位
し
か
あ
り
ま
せ

ん
し
、
食
事
制
限
の
あ
る
方
も
殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

料
理
も
私
の
逃
避
行
動
の
一
つ
で
す
の
で
、
給
食

ス
タ
ッ
フ
と
協
力
し
て
な
る
べ
く
手
作
り
で
採
算

は
と
れ
ま
せ
ん
が
、「
美
味
し
か
っ
た
」
の
一
言
の

為
に
や
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
の
私
の
役
目
は
村

岡
整
形
の
雑
用
係
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

逃
げ
ま
く
っ
て
い
た
学
校
か
ら
も
、
父
が
２
０

０
１
年
に
亡
く
な
り
、
義
兄
が
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
仕

事
を
辞
め
現
在
理
事
長
兼
校
長
を
や
っ
て
お
り
ま

す
。
と
う
と
う
経
営
者
の
一
員
と
し
て
捕
ま
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
母
が
高
齢
に
な
り
役
員
会
に
も

出
席
出
来
ず
、
県
か
ら
の
指
導
で
こ
の
４
月
か
ら

は
義
兄
に
何
か
あ
っ
た
時
、
理
事
長
代
行
に
な
れ

る
よ
う
理
事
に
な
り
ま
し
た
。 

少
子
化
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
大
変
な
時
代
に

職
を
捨
て
て
帰
っ
て
く
れ
た
姉
夫
婦
の
手
前
、
こ

れ
以
上
逃
げ
る
訳
に
も
い
か
ず
、
苦
渋
の
思
い
で

す
が
。 

結
婚
前
に
ア
ド
バ
イ
ス
頂
い
た
先
輩
は
じ
め
、

同
窓
会
の
山
口
県
支
部
の
方
々
と
は
色
々
な
ご
縁

が
あ
り
、
何
年
か
に
一
度
お
会
い
す
る
だ
け
の
方

や
、
メ
ー
ル
や
電
話
で
お
話
す
る
方
、
日
常
的
に

岩
国
で
お
会
い
す
る
方
。
ど
の
方
々
と
で
も
同
窓

と
い
う
だ
け
で
気
楽
に
年
齢
を
超
え
て
お
話
出
来

る
の
は
何
故
か
な
と
思
い
ま
す
し
、
何
事
か
の
時

も
相
談
出
来
る
頼
も
し
い
友
人
と
も
い
え
ま
す
。

同
窓
会
は
い
つ
も
元
気
を
も
ら
え
る
存
在
で
す
。

ま
た
同
窓
会
に
出
席
出
来
る
と
い
う
の
は
家
庭
に

問
題
も
な
く
幸
せ
な
証
拠
だ
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。 

七
月
の
は
じ
め
に
山
口
県
支
部
の
総
会
が
あ
り

ま
し
た
が
、
出
席
は
十
三
人
と
の
こ
と
で
し
た
。

宇
部
と
い
う
交
通
の
便
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
私

も
先
約
が
あ
り
出
席
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
。
少

子
化
の
影
響
か
会
そ
の
も
の
に
魅
力
が
乏
し
い
の

か
年
々
出
席
者
の
減
少
が
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。 来

春
か
ら
二
年
支
部
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
上
京
す
る
機
会
が
あ

る
事
と
思
い
ま
す
。 

朝
日
新
聞
に
い
つ
ぞ
や
六
十
歳
に
な
っ
た
ら
身

辺
整
理
、
物
を
捨
て
よ
と
い
う
シ
リ
ー
ズ
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
成
程
と
言
う
事
で
身
の
回

り
の
要
ら
な
い
物
を
捨
て
る
努
力
を
し
て
い
る
今

日
こ
の
頃
で
す
。
な
か
に
は
ご
主
人
を
捨
て
よ
う

と
し
て
い
る
友
人
も
お
り
ま
す
が
。 

最
近
、
子
供
の
為
に
父
が
買
っ
て
く
れ
た
ピ
ア

ノ
を
弾
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
私
の
逃
避
行
動
の

一
つ
で
す
。
子
供
の
頃
は
先
生
に
言
わ
れ
て
も
解

ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ピ
ア
ノ
も
数
学
だ
と
い

う
事
、
指
使
い
や
テ
ン
ポ
？
今
、
や
っ
と
理
解
出

来
ま
し
た
。 

思
え
ば
、
色
々
な
も
の
か
ら
逃
げ
出
し
て
き
て
、

こ
こ
に
き
て
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
じ
で

す
。 

 

子
供
達
も
医
療
従
事
者
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
娘
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
多
摩
市
に
あ
る

島
田
療
育
セ
ン
タ
ー
で
、
発
達
障
害
の
あ
る
子
供

と
、
退
院
さ
せ
ら
れ
な
い
高
齢
の
患
者
さ
ん
を
看

て
い
ま
す
。
息
子
は
薬
学
を
学
び
に
神
戸
に
お
り

ま
す
。
小
さ
い
時
か
ら
私
の
祖
母
の
介
護
を
手
伝

わ
せ
て
き
た
こ
と
が
、
医
療
を
選
ん
だ
理
由
の
一

つ
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

最
近
の
友
人
と
の
話
題
は
老
々
介
護
の
問
題
が

多
い
で
す
ね
。
前
述
の
結
婚
の
は
ず
み
を
つ
け
て

く
れ
た
先
輩
も
、
百
一
歳
の
お
母
様
を
自
宅
で
看

て
い
ま
す
。
ま
あ
そ
れ
も
成
る
よ
う
に
し
か
成
ら

な
い
の
で
、
ケ
セ
ラ
セ
ラ
の
心
境
で
す
。 
 

紫
陽
花
の
花
の
色
が
変
っ
て
い
く
の
を
眺
め
、

夕
方
は
雲
の
流
れ
て
行
く
の
を
眺
め
、
家
族
が
健

康
で
子
供
達
が
楽
し
そ
う
に
暮
ら
し
て
い
る
の
が

今
の
私
の
幸
せ
か
な
と
思
い
ま
す
。 

 

取
り
留
め
の
な
い
事
を
徒
然
が
な
る
ま
ま
に
書

き
ま
し
た
が
、
山
口
の
田
舎
で
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン

グ
な
ら
ぬ
ウ
ィ
ズ
エ
イ
ジ
ン
グ
で
気
ま
ま
に
過
ご

し
て
い
こ
う
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
ゼ
ミ
紹
介
】 

多
面
体
研
究
ク
ラ
ス 菊

島
永
子(

Ｓ
６
０) 

２
０
０
９
年
４
月
か
ら
新
し
く
始
ま
っ
た
多
面

体
研
究
ク
ラ
ス
で
す
。 

毎
週
第
４
木
曜
日
の
午
後
１
時
半
か
ら
、
善
福

寺
に
あ
る
同
窓
会
館
の
２
階
研
修
室
Ⅱ
で
勉
強
会

を
し
て
い
ま
す
。
（
８
月
・
１
２
月
は
お
休
み
） 

 

月
に
一
度
の
講
座
な
の
で 

の
ん
び
り
し
た
ペ
ー
ス
で
和 

や
か
に
授
業
が
進
ん
で
い
ま 

す
。 ４

月
に
開
講
し
た
当
初
は 

正
多
面
体
の
展
開
図
を
紙
に 

フ
リ
ー
ハ
ン
ド
で
書
い
て
み 

る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し 

た
。 サ

ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
の
展
開 

図
を
紙
に
定
規
と
鉛
筆
で
書 

い
て
み
た
り
、
ワ
ー
ド
ア
ー 

ト
で
作
図
し
て
み
た
り
、
久 

し
ぶ
り
に
頭
の
中
に
あ
る
立
体
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

展
開
図
を
考
え
る
の
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
頭
の
体

操
に
な
り
、
楽
し
く
て
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に

す
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

実
際
に
厚
紙
に
書
い
た
展
開
図
を
組
み
立
て
て

み
る
と
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
結
果
で
大
笑
い
し
た

り
、
簡
単
な
立
体
の
展
開
図
で
も
う
ま
く
描
け
た

と
き
は
う
れ
し
か
っ
た
り
。 

糊
と
は
さ
み
を
使
っ
た
工
作
の
時
間
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
工
作
を
し
つ
つ
も
、
六
角
大
王
と
い

う
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
つ
か
っ
て
立
体
図
形
を
作
る

練
習
を
し
て
い
ま
す
。 

作
図
ソ
フ
ト
な
の
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
関
す
る

知
識
は
ほ
と
ん
ど
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
ウ
ス
の

簡
単
な
操
作
で
、
正
確
な
座
標
に
立
体
が
作
れ
ま

す
。 と

は
い
い
な
が
ら
も
、
要
素
の
コ
ピ
ー
を
し
た

り
、
グ
ル
ー
プ
化
さ
せ
た
り
、
回
転
さ
せ
た
り
、

筋
を
設
定
し
て
ま
が
ら
せ
た
り
、
三
次
元
な
の
で

思
っ
た
よ
う
に
は
か
け
ま
せ
ん
、
先
生
や
ほ
か
の

皆
さ
ん
の
作
業
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
り
、

教
え
あ
い
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
複
雑
な
立
体
を
か

け
る
よ
う
に
、
練
習
し
て
い
ま
す
。 

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
読
む
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
と

こ
ろ
も
、
ク
ラ
ス
の
誰
か
に
聞
く
と
教
え
て
く
れ

る
の
で
習
熟
度
が
早
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
関
係
な
い
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
し
ま
う
と

き
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
が
。 

月
に
１
度
頭
の
中
を 

立
体
図
形
が
グ
ル
グ
ル 

す
る
の
は
た
の
し
い
も 

の
で
す
よ
。 

今
後
は
、
六
角
大
王 

を
マ
ス
タ
ー
し
、
作
成 

し
た
立
体
の
展
開
図
を
、 

カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ン 

で
正
確
に
切
り
取
り
、 

精
巧
な
模
型
を
作
れ
る 

よ
う
に
な
る
と
い
う
の 

が
ひ
と
つ
の
目
標
で
す
。 

さ
ら
に
は
、
複
雑
な
折
り
紙
や
ペ
ー
パ
ク
ラ
フ

ト
の
研
究
も
し
て
い
き
た
い
と
お
も
っ
て
い
ま
す
。 

工
作
で
手
先
の
作
業
も
し
つ
つ
、
パ
ソ
コ
ン
で

作
図
も
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
そ
し
て
ク
ラ
ス
の

み
ん
な
で
、
相
談
し
成
果
を
発
表
し
あ
う
と
い
う

よ
う
な
、
頭
も
口
も
手
も
使
う
、
ど
な
た
で
も
楽

し
め
る
研
究
会
に
な
れ
ば
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。 ご

興
味
を
も
た
れ
た
方
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

   

【
編
集
後
記
】 

 

会
員
の
皆
さ
ま
の
素
敵
な
活
動
の
一
端
を
、
少
し

で
も
ご
紹
介
で
き
ま
し
た
ら
さ
い
わ
い
で
す
。
さ
ら

に
多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

 


